




















































































































































６．甲（會2.1）／ AY-O-027 ／合 39799＝合補 13213
分組分類（時期）：典賓類（第一期（武丁中期）－第二期（祖庚早期））
〈釈文〉































































































































16．甲（會3.4）・17．甲（會3.4背）／ AY-O-016 ／合 40602
分組分類（時期）：典賓類（第一期（武丁中期）－第二期（祖庚早期））
〈釈文〉
正：. a.　癸酉卜。貞。旬亡 。　不 鼄
. （兆序：二）











































































23．甲（會5.3）／ AY-O-024 ／合 40832＝合 20075 ／佚 106
分組分類（時期）：𠂤組小字類（第一期（武丁早期－武丁晩期））
〈釈文〉







鼓は、地名。宋伯 は、人名。宋が地名、伯が爵称、 が個人名である。ただし、ここでは、宋伯 が治める地
（＝宋）を指すものと見られる。 字については、未だ定説がないが、本稿では、蔡哲茂（2007）が に釈し、
佐・襄の意に解するのに従った。 は災いの意。匕は、比に釈し、攻撃する意。
24．甲（會5.4）／ AY-O-021 ／合 40477
分組分類（時期）：典賓類（第一期（武丁中期）－第二期（祖庚早期）
〈釈文〉



















































































長 谷 川　良　純  ・  徳　泉　さ　ち






















































23．甲（會5.3）/AY-O-024/合 40832・合 20075/佚 106
正 背
21．甲（會5.2）・22．甲（會5.2背）/AY-O-036/合 39999
正 背
24．甲（會5.4）/AY-O-021/合 40477
正 背
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註
⑴　この版の材質について、松丸道雄（1959）は、骨版と見ているが、実際には甲版である。
⑵　２．甲（會1.2）については、背面にも刻字が確認できるが、先行研究においてその報告がないため、（會1.2背）として
模写図を掲げる。
⑶　この版の材質について、松丸道雄（1959）は、甲版と見ているが、実際には骨版である。
25．骨（會5.5）/AY-O-022/合 40320
正 背
